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特
集新

た
な
管
理
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
昨
年
12
月
に
高
知
県
が
佐
川
町

加
茂
を
「
新
た
な
管
理
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
」
の
建
設
予
定

地
と
し
て
絞
り
込
ん
で
以
降
、
県

に
よ
る
６
度
の
住
民
へ
の
説
明
会

や
、
６
度
の
「
話
し
合
い
の
場
」
、
６

度
の
「
個
別
に
お
話
を
伺
う
場
」
、

そ
し
て
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

見
学
会
、
候
補
地
の
現
地
見
学
会

を
経
て
、
５
月
31
日
に
県
知
事
か

ら
佐
川
町
長
及
び
佐
川
町
議
会
議

長
に
対
し
て
正
式
な
受
け
入
れ
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　
佐
川
町
と
し
て
は
、
県
に
よ
る

住
民
へ
の
説
明
会
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
施
設
の
必
要
性
や
安

全
性
へ
の
地
域
住
民
や
町
議
会
の

理
解
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
県
に
対
し
て

受
諾
す
る
旨
を
県
に
回
答

・
住
民
の
中
に
は
施
設
に
対
す
る

不
安
が
今
で
も
払
拭
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

今
後
に
お
い
て
も
丁
寧
に
対
応

す
る
こ
と

・
地
域
住
民
の
安
全
確
保
、
生
活
環

境
の
保
全
及
び
不
安
の
解
消
に

関
す
る
取
り
組
み
と
地
域
振
興

策
を
実
施
す
る
こ
と

　
さ
ら
に
７
月
２
日
に
は
、
こ
れ

ま
で
に
県
が
、「
話
し
合
い
の
場
」

な
ど
で
約
束
を
し
て
き
た
事
項
と
、

町
が
、
町
議
会
や
地
域
住
民
の
意

見
を
ふ
ま
え
て
申
し
入
れ
し
た
事

項
を
明
記
し
た
「
確
認
書
」
を
高
知

県
知
事
と
佐
川
町
長
の
間
で
締
結

し
ま
し
た
。

確
認
書
の
締
結

加 茂 地 区 に お い て

「新 たな 管 理 型 産 業

廃 棄 物最 終 処 分 場」

建設のための調査が

はじまります。

※県からの依頼文書、町が受諾を決定した理由、県への回答書、「確認書」については、

佐川町のホームページからご覧になれます。
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こ
れ
ま
で
動
き

県
知
事
と
町
長
の
間
で
「
確
認
書
」
を
締
結

高
知
県
・
佐
川
町
連
携
会
議
を
設
置

建
設
予
定
地 

絞
り
込
み

県
へ
受
諾
す
る
旨
を
回
答

県
知
事
か
ら
町
長
及
び
町
議
会
議
長
へ

正
式
な
受
け
入
れ
依
頼

・
加
茂
地
区
対
象(

２
回)

話
し
合
い
の
場(

６
回)

個
別
に
お
話
を
お
伺
い
す
る
場(

６
回)

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学
会

最
終
候
補
地
の
現
地
見
学
会

住
民
説
明
会 

（
計
６
回
）

・
そ
の
他
の
地
区
対
象(

４
回)

な
ど
、
７
項
目
を
条
件
と
し
て
受

諾
す
る
旨
を
６
月
17
日
に
回
答
し

ま
し
た
。

3 広報さかわ　R1.8 2広報さかわ　R1.8



　
今
後
、
県
に
よ
る
建
設
予
定
地
の
詳
細
な
地
質
調
査
や
施
設
の
基
本
設
計
が

行
わ
れ
、
調
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
は
節
目
ご
と
に
説
明
と
意
見
聴
取
の
機
会
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
致
命
的
な
問
題
が
な
い
限
り
は
施
設

建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
17
日
に
は
、
施
設
周
辺
の
安
全
対
策
や
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
に
、
高
知
県
・
佐
川
町
連
携
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
町
と
し
て

は
、
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
周
辺
の
安
全
対
策
な
ど
を
取
り
ま
と

め
、
連
携
会
議
で
県
と
協
議
し
た
上
で
具
体
的
な
実
施
内
容
を
決
定
し
、
県
と
の

間
で
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
動
き

霧生関トンネル

大平山鉱床

建設予定地

国道33号

鉱山専用道路

※国道から岩肌が見える場所

佐川町役場

国道から候補地中心までの

直線距離約700m

長竹公民館

▲ 「話し合いの場」の様子(5月12日)

▲  建 設 予 定 地

建設予定地の位置

　現代社会において、私たちが物質

的に豊かな生活を享受し、経済活動

を営む中で発生する産業廃棄物をす

べてリサイクルできない現状では、

どこかに産業廃棄物最終処分場を建

設する必要があります。

　一方、家庭からゴミステーションへ

排出しているごみ（一般廃棄物として

分類）についても、収集された後、清

掃センターで焼却・分別を行ってい

ますが、焼却灰やリサイクルできな

い不燃物が残るため、それらは最終

的に埋め立て処理されます。

　佐川町は、越知町・仁淀川町３町

の広域でゴミ処理を行っており、最

終処分は、原則この３町内で行う必

要があります。

　過去には、佐川町内で一般廃棄物

最終処分場の整備が計画されたこと

がありましたが、周辺住民の理解を

得ることが出来ず、越知町楠神に施

設を増設しました。その施設も、平成

29年３月で満杯となったため、止む

を得ず現在は地域外へ持ち出す方

法で、処分を行っています。

　現在、佐川町では、新聞やペット

ボトルなど８品目を資源ごみとして

皆様に分別していただきリサイクル

に回していますが、可燃ごみ・不燃

ごみとして排出しているものの中に

も、リサイクルが可能なプラスチッ

ク類などが含まれています。一方、お

隣の徳島県では、生ごみを堆肥化す

ることなどによって、「ゴミゼロ」を目

指す取り組みがすでに始まっていま

す。

　私たちがもう少し分別などの手間

をかければ、資源の有効な活用が可

能で、最終的に埋め立てせざるを得

ない焼却灰も減らすことができます。

　そのためには、分別や収集、そし

て処理の方法を見直す必要がある

と同時に、何よりも町民の皆様の理

解と協力が欠かせません。一朝一夕

でできることではありませんが、佐

川町の将来の環境のために皆様と

ともに考えていかなければならない

課題です。

これから
の私たちのごみ処理について考えよう！

コラム
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